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は
じ
め
に

近
世
奈
良
町
の
木
辻
遊
廓
は
遅
く
と
も
一
七
世
紀
前
期
に
は
成
立

し
、後
期
に
な
る
と
、天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
刊
の
井
原
西
鶴
『
好

色
一
代
男
』
巻
二
「
誓
紙
の
う
る
し
判
」
に
「
爰
こ
そ
名
に
ふ
れ
し

木
辻
町
」
と
記
さ
れ
る
な
ど
、
近
世
の
大
和
国
を
代
表
す
る
遊
廓
と

し
て
広
く
知
ら
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。
近
代
以
降
も
貸
座
敷
指
定
地

と
な
り
、
観
光
都
市
と
し
て
の
奈
良
の
発
展
と
と
も
に
多
く
の
遊
客

を
集
め
た
。

木
辻
遊
廓
の
近
世
初
頭
の
形
成
か
ら
明
治
初
期
ま
で
の
概
要
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
二
〇
一
一
年
に
発
表
し
た
拙
稿（

１
）で

明
ら
か
に
し
て

い
る
。
続
い
て
、
近
代
以
降
の
展
開
の
様
相
に
つ
い
て
も
解
明
し
た

い
と
考
え
、
史
料
の
調
査
・
収
集
と
分
析
を
進
め
て
い
る
が
、
な
お

ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
ま
と
ま
っ
た
論
考
を
発
表
す
る
に
い
た
っ
て

い
な
い
。

近
年
の
遊
所
を
め
ぐ
る
研
究
は
、
横
山
百
合
子
氏
、
加
藤
晴
美
氏

ら
の
成
果（

（
（

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
遊
廓
・
貸
座
敷
の
内
部
史
料
を
用

い
た
り
、
そ
の
背
後
に
あ
る
地
域
社
会
と
の
関
連
を
追
及
す
る
な
ど

精
緻
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
奈
良
県
に
関
し
て
も
大
和
郡
山
の
貸

座
敷
に
関
す
る
山
川
均
氏
の
研
究（

（
（

が
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
状
況
も

踏
ま
え
て
、
木
辻
遊
廓
の
近
代
史
に
つ
い
て
も
、
よ
り
深
く
解
明
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
作
業
の
一
環
と
し
て
、

研
究
ノ
ー
ト

奈
良
市
東
木
辻
町
の
貸
座
敷
経
営
を
め
ぐ
る
諸
課
題

井
　 

岡
　
　
康
　 

時
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奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
が
所
蔵
す
る
、
木
辻
遊
廓
の
後
身
と
な
る

奈
良
市
東
木
辻
町
の
貸
座
敷
に
か
か
わ
る
一
連
の
史
料
を
分
析
し
、

研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
ま
と
め
て
み
る
こ
と
と
し
た
。

一
、「
奈
良
木
辻
町
文
書
」
の
概
要

奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
が
所
蔵
す
る
文
書
群
の
な
か
に
「
奈
良

木
辻
町
文
書
」
と
題
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
明
治
期
か
ら
昭
和
期
の

一
二
九
点
の
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
そ
の
概
要
に
つ

い
て
述
べ
る
が
、
最
初
に
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
木
辻
の
歩
み

を
略
述
し
て
お
く
。

中
世
の
奈
良
町
南
部
に
あ
っ
た
木
辻
郷
と
呼
ば
れ
る
小
郷
は
、
近

世
の
奈
良
町
成
立
と
と
も
に
、
奈
良
町
境
外
の
村
扱
い
と
さ
れ
た
木

辻
村
と
、
奈
良
町
内
の
町
と
さ
れ
た
木
辻
町
に
分
け
ら
れ
て
支
配
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
木
辻
遊
廓
は
、
こ
の
木
辻
町
を
中
心
に
北

側
に
隣
接
す
る
鳴
川
町
に
か
け
て
設
け
ら
れ
た
。

近
代
に
な
っ
て
地
方
行
政
制
度
の
改
革
が
進
め
ら
れ
る
な
か
、
一

八
八
九
年
施
行
の
町
村
制
に
よ
っ
て
、
奈
良
町
周
辺
の
木
辻
村
は
じ

め
周
辺
一
七
カ
村
と
奈
良
町
が
合
併
し
た
近
代
奈
良
町
が
成
立
し

た
。
こ
の
際
、
奈
良
町
の
一
部
と
な
っ
た
木
辻
村
が
西
木
辻
と
改
称

し
た
た
め
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
木
辻
町
も
東
木
辻
と
呼
び
名
を
改
め

た
。
九
七
年
に
奈
良
町
が
市
制
を
施
行
す
る
と
、
以
後
は
奈
良
市
東

木
辻
町
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
遊
廓
が
置
か
れ
た
近
世
の
木
辻
町
が
近

代
以
降
の
東
木
辻
町
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
近
世
に
お
い
て
遊
女
を
か
か
え
、
揚
屋
・
茶
屋
に

差
し
向
け
て
い
た
置
屋
（
遊
女
屋
）
は
近
代
以
降
貸
座
敷
と
名
を
改

め
て
営
業
を
続
け
て
お
り
、
東
木
辻
町
に
お
い
て
も
北
側
に
隣
接
す

る
鳴
川
町
に
か
け
て
多
く
の
貸
座
敷
が
存
在
し
て
い
た
。「
奈
良
木

辻
町
文
書
」
一
二
九
点
の
う
ち
二
七
点
は
、
こ
う
し
た
東
木
辻
町
の

貸
座
敷
に
か
か
わ
る
文
書
で
あ
り
、
残
る
一
〇
二
点
は
、
姓
は
伏
せ

る
が
□
□
喜
六
を
当
主
と
す
る
家
の
経
営
を
書
き
留
め
た
帳
簿
や
諸

書
類
で
あ
る
。
貸
座
敷
関
係
の
二
七
点
に
つ
い
て
も
、
後
述
す
る
よ

う
に
喜
六
家
が
貸
座
敷
経
営
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
集
積
し
た

文
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
奈
良
木
辻
町
文
書
」と
い
う
名
称
は
、

購
入
先
の
古
書
店
が
付
し
て
い
た
呼
称
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る

が
、
以
上
の
よ
う
な
文
書
の
性
格
か
ら
考
え
る
と
、
□
□
喜
六
家
関

係
文
書
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
文
書
の
記
述
に
よ
る
と
、
喜
六
家
は
東
木
辻
町
か
ら
ほ
ど

近
い
南
袋
町
に
居
宅
が
あ
り
酒
造
業
を
営
ん
で
い
た
。
他
に
も
一
九

二
九
年
一
月
「
家
貸
金
入
金
帳
」
と
題
し
た
文
書
か
ら
は
奈
良
市
内
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に
八
軒
の
家
作
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
そ
の
家
賃
収
入
も

喜
六
家
の
家
計
の
支
え
と
な
っ
て
い
た
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。
こ

の
八
軒
の
う
ち
一
軒
が
東
木
辻
町
に
あ
り
、
こ
の
家
屋
が
貸
座
敷
経

営
者
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
た
。
次
章
以
降
で
は
、
こ
の
賃
貸
契
約
書

を
も
と
に
東
木
辻
町
の
貸
座
敷
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

二
、
貸
座
敷
の
賃
貸
状
況
と
内
部
構
造

喜
六
は
東
木
辻
町
二
八
番
地
に
所
有
し
て
い
た
一
軒
の
家
屋
を
貸

座
敷
経
営
者
に
貸
し
出
し
て
い
た
。「
奈
良
木
辻
町
文
書
」
中
に
、

こ
の
家
屋
に
つ
い
て
結
ば
れ
た
一
八
九
九
年
九
月
二
日
付
、
一
九
〇

六
年
九
月
二
七
日
付
、
一
四
年
一
〇
月
一
二
日
付
、
二
〇
年
一
〇
月

二
一
日
付
の
四
点
の
賃
貸
契
約
書
が
残
っ
て
い
る
。

最
も
古
い
一
八
九
九
年
九
月
の
書
類
は
、
喜
六
と
□
□
清
丸
と
い

う
人
物
と
の
間
に
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
り
、
続
い
て
交
わ
さ
れ
た
一

九
〇
六
年
九
月
の
契
約
書
は
、
喜
六
と
□
□
千
代
と
の
間
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
後
者
を
み
る
と
、「
平
民
貸
座
敷
業
」
と
の
肩
書
き

を
も
つ
千
代
は
年
齢
「
参
年
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
わ
ず
か
三
歳
の

幼
児
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
け
っ
し
て
誤
記
で
は
な
く
、
こ

の
次
の
一
四
年
一
〇
月
の
契
約
書
で
は
千
代
の
誕
生
年
月
に
つ
い
て

「
明
治
参
拾
七
年
七
月
生
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
〇
六
年
九

月
の
段
階
で
は
満
二
歳
二
カ
月
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
む
ろ
ん
、

こ
の
年
齢
で
貸
座
敷
の
経
営
者
や
契
約
の
主
体
者
に
な
れ
る
は
ず
が

な
い
。「
賃
借
人
」
は
千
代
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
後
見
人
兼

保
証
人
」
と
し
て
前
記
の
清
丸
が
署
名
し
て
い
る
の
で
、
実
際
に
は

喜
六
と
清
丸
間
の
契
約
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
清
丸
と
幼
い

千
代
と
の
関
係
は
分
か
ら
ず
、
名
義
を
変
更
し
た
理
由
も
不
明
と
す

る
し
か
な
い
の
だ
が
、
以
後
、
一
四
年
一
〇
月
、
二
〇
年
一
〇
月
の

契
約
も
喜
六
と
、
清
丸
を
後
見
人
と
す
る
千
代
と
の
間
で
交
わ
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
家
屋
に
つ
い
て
は
、
二
九
年
一
二
月
に
千
代
か
ら
別

の
人
物
に
借
用
権
を
譲
渡
す
る
文
書
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
喜
六
と

清
丸
・
千
代
の
関
係
は
、
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
二
〇
年
代
末
ま
で
、

少
な
く
と
も
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。一

八
九
九
年
九
月
の
契
約
書
に
よ
る
と
、
こ
の
家
屋
は
建
坪
三
一

坪
五
合
の
「
木
造
瓦
葺
弐
階
造
本
家
」
と
、
三
坪
か
ら
八
坪
の
小
ぶ

り
な
建
物
四
棟
か
ら
成
り
、
こ
れ
は
一
九
二
〇
年
一
〇
月
の
契
約
ま

で
変
化
が
な
い
の
で
、
こ
の
二
〇
年
余
の
間
に
構
造
を
大
き
く
変
え

る
よ
う
な
増
改
築
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

賃
料
は
、
一
八
九
九
年
九
月
の
契
約
で
は
、
一
九
〇
〇
年
二
月
ま
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で
月
一
五
円
、
そ
の
後
同
年
八
月
ま
で
は
月
一
七
円
、
以
後
は
月
二

〇
円
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
二
度
目
の
〇
六
年
九
月
の
契
約
で
も
月

二
〇
円
で
あ
っ
た
が
、
三
度
目
の
一
四
年
一
〇
月
の
契
約
で
は
月
二

五
円
と
上
昇
し
、
四
度
目
の
二
〇
年
一
〇
月
の
契
約
で
は
月
四
五
円

と
さ
ら
に
高
く
な
っ
て
い
た
。家
屋
の
大
き
な
増
改
築
が
な
さ
れ
ず
、

加
え
て
経
年
劣
化
の
進
行
を
勘
案
す
る
と
建
造
物
と
し
て
の
価
値
は

下
が
る
は
ず
だ
か
ら
、
賃
料
は
抑
え
ら
れ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
賃
料
の
上
昇
は
続
き
、一
四
年
か
ら
二
〇
年
に
か
け
て
は
一
・

八
倍
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
好
況
を
背
景
に
利
益
率
が
上
が

り
、
こ
れ
に
見
合
っ
た
賃
料
が
設
定
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
貸
座
敷

の
経
営
に
か
か
わ
る
興
味
あ
る
問
題
だ
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
解
明
に

い
た
る
史
料
は
見
当
た
ら
ず
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

次
に
契
約
書
の
内
容
か
ら
喜
六
が
貸
し
た
家
屋
の
内
部
状
況
を
確

か
め
て
み
る
。
比
較
的
形
式
が
整
い
、
多
く
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い

る
一
九
二
〇
年
一
〇
月
の
契
約
書
を
、
い
さ
さ
か
長
い
引
用
と
な
る

が
史
料
Ａ
と
し
て
次
に
か
か
げ
る
。

【
史
料
Ａ
】

　
　

動
産
物
賃
貸
借
契
約
公
正
証
書
正
本

大
正
九
年
拾
月
弐
拾
壱
日
、
奈
良
地
方
裁
判
所
所
属
公
証
人
玉
置
格

ハ
末
記
当
事
者
ノ
嘱
託
ニ
因
リ
、
左
ノ
法
律
行
為
ニ
関
シ
列
席
者
ヨ

リ
聴
取
タ
ル
陳
述
ヲ
録
収
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ

第�

壱
条　

□
□
千
代
ハ
第
拾
条
ニ
記
載
ノ
物
件
ヲ
□
□
喜
六
ヨ
リ
借

受
ケ
、
同
人
ハ
之
ヲ
貸
渡
シ
、
借
主
ハ
既
ニ
該
物
件
ノ
引
渡
ヲ
受

ケ
タ
リ

（
中
略
）

第�

参
条　

此
賃
借
ノ
期
限
ヲ
大
正
拾
壱
年
拾
月
参
拾
日
ト
定
メ
、
借

主
ハ
無
遅
滞
之
ヲ
返
還
ス
ヘ
シ

第�

四
条　

賃
料
ハ
壱
ケ
月
金
、建
物
及
付
従
物
ニ
対
シ
金
四
拾
五
円
、

外
動
産
物
ニ
対
シ
金
壱
円
八
拾
銭
ト
定
メ
、
其
支
払
期
ハ
壱
ケ
月

毎
ト
シ
、
其
月
末
日
限
リ
借
主
ハ
貸
主
ノ
住
所
ニ
持
参
シ
テ
之
ヲ

支
払
フ
ヘ
シ

（
中
略
）

第
拾
条　

賃
貸
借
物
件
ノ
表
示

奈
良
県
奈
良
市
東
木
辻
町
弐
拾
八
番
地
上
ニ
有
之

一
木
造
瓦
葺
弐
階
造
、
本
家
建
坪
参
拾
壱
坪
五
合
、
弐
階
坪
六
坪
五

合
及
付
属
建
物
四
棟

店
ノ
間

一
野
狐
席
額
壱
面　
　
　
　

一
丈
間
障
子
四
本

一
畳
七
畳
半　
　
　
　
　
　

一
間
中
障
子
弐
本
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一
戸
襖
弐
本　
　
　
　
　
　

一
ス
キ
戸
参
本

一
前（

舞
）良

戸
弐
本　
　
　
　
　

一
赤
塗
手
附
煙
草
盆
四
個

一
錫
製
岩
永
形
火
鉢
五
個　

一
槻
長
火
鉢
壱
個

一
襖
壱
本　
　
　
　
　
　
　

一
丈
間
四
枚
障
子
入
換
襖
壱
組

店
次
ノ
間

一
押
入
内
段
梯
子
壱
個　
　

一
間
中
襖
四
本

一
畳
八
畳　
　
　
　
　
　
　

一
提
灯
箱
七
個

一
入
換
腰
高
細
工
黒
塗
障
子
四
本

台
所
ノ
間

一
神
棚
弐
個　
　
　
　
　
　

一
畳
四
畳
半

一
押
入
丈
間
桟
戸
四
本　
　

一
押
入
棚
廻
リ
壱
式

一
板
ノ
間
壱
間
半

座
敷
ノ
間

一
押
入
間
中
襖
弐
本　
　
　

一
畳
六
畳

一
壱
間
重
戸
棚
槻
戸
弐
枚
抽
斗
六
個
共
壱
個

一
壱
間
重
戸
棚
槻
製
戸
四
枚
抽
斗
八
個
付
壱
個

一
間
中
障
子
四
本　
　
　
　

一
床
ノ
間
小
障
子
壱
枚

一
エ
ン
小
障
子
参
枚　
　
　

一
小
襖
弐
枚

一
締
リ
雨
戸
外
ニ
戸
袋
付
四
本　

一
小
障
子
弐
枚

廊
下
部
屋
ノ
部

一
間
中
障
子
四
本　
　
　
　

一
畳
四
畳

一
小
障
子
弐
枚　
　
　
　
　

一
襖
壱
本

一
雪
隠
風
呂
場
戸
弐
本

裏
座
敷
下
ノ
部

一
板
ノ
間
壱
間　
　
　
　
　

一
畳
拾
四
畳

一
間
中
障
子
拾
本　
　
　
　

一
間
中
襖
八
本

一
蒲
団
入
戸
壱
本　
　
　
　

一
段
梯
子
壱
個

仝
弐
階
座
敷
ノ
部

一
額
ラ
カ
ン
絵
壱
面　
　
　

一
間
中
障
子
拾
本

一
間
中
襖
四
本　
　
　
　
　

一
丈
間
入
換
障
子
四
本

一
明
リ
障
子
四
本　
　
　
　

一
切
戸
弐
枚

一
床
ノ
間
壱
間
台
壱
個　
　

一
雨
戸
外
戸
袋
付
拾
本

一
板
ノ
間
壱
間
半　
　
　
　

一
畳
拾
参
畳
半

本
家
弐
階
ノ
部

一
畳
九
畳　
　
　
　
　
　
　

一
小
障
子
四
枚

一
押
入
間
中
襖
参
本　
　
　

一
間
中
障
子
弐
本

一
壱
間
四
枚
障
子
四
本　
　

一
板
ノ
間
九
間

一
畳
拾
弐
畳　
　
　
　
　
　

一
店
腰
明
リ
障
子
八
本

一
掛
取
燈
壱
個　
　
　
　
　

一
丈
間
四
枚
襖
四
本

一
床
ノ
間
壱
個　
　
　
　
　

一
間
中
襖
四
本
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一
間
中
障
子
八
本　
　
　
　

一
丈
間
四
枚
襖
参
組

一
前
良
戸
間
中
弐
本

庭
ノ
部

一
中
簀
戸
壱
本　
　
　
　
　

一
供
部
屋
畳
参
畳

一
小
障
子
弐
枚　
　
　
　
　

一
間
中
障
子
弐
本

一
表
掛
取
燈
壱
個　
　
　
　

一
八
方
ー
壱
個

一
段
梯
子
壱
個　
　
　
　
　

一
間
中
戸
壱
本

一
段
梯
子
下
押
入
戸
弐
本　

一
走
リ
廻
リ
壱
式

一
目
隠
衝
立
壱
個　
　
　
　

一
走
リ
上
戸
棚
戸
四
枚
付
壱
個

一
壱
間
シ
ケ
桟
戸
弐
枚
付
戸
棚
壱
個　

一
柴
入
壱
個

一
裏
口
障
子
壱
本　
　
　
　

一
雪
隠
戸
弐
本

一
風
呂
場
小
障
子
弐
枚　
　

一
膳
棚
目
隠
壱
個

一
間
中
膳
戸
棚
ア
ミ
戸
付
壱
個　

一
腰
戸
壱
本

一
ヒ
ジ
折
戸
壱
本　
　
　
　

一
物
入
戸
壱
本

庭
園
ノ
部

一
雪
見
灯
籠
壱
基　
　
　
　

一
丸
形
灯
籠
壱
基

一
角
形
灯
籠
壱
基　
　
　
　

一
手
洗
鉢
弐
個

一
岩
淵
石
壱
個　
　
　
　
　

一
明
リ
障
子
小
障
子
共
四
枚

一
天
窓
明
リ
障
子
弐
枚　
　

一
庭
石
樹
木
存
在
ノ
儘

　

以
上
此
見
積
価
額
金
六
千
円
也

一
貸
座
敷
老
舗

　

此
見
積
価
額
金
壱
千
円
也

外
動
産
物
ノ
部

一
鉄
釜
五
升
入
壱
個　
　

一
銅
釜
弐
升
七
合
弐
升
入
取
合
セ
参
個

一
鉄
鍋
壱
升
参
升
壱
升
五
合
入
取
合
参
個

一
吉
野
膳
低
足
付
弐
拾
枚　

一
錦
焼
物
皿
拾
九
枚

一
茶
碗
五
拾
個　
　
　
　
　

一
火
鉢
参
個

一
座
蒲
団
弐
拾
五
枚

一
掛
物 

春
日
マ
ン
ダ
ラ
壱
大
黒
壱
外
取
交
八
ツ 

計
拾
幅

一
錦
鉢
五
枚　
　
　
　
　
　

一
女
物
袷
双
子
織
拾
弐
枚

一
飯
櫃
大
小
取
交
五
個　
　

一
藍
鉢
大
小
取
交
弐
拾
個

一
飯
台
九
個　
　
　
　
　
　

一
菓
子
椀
弐
拾
八
個

一
椀
拾
個　
　
　
　
　
　
　

一
寄
セ
盆
弐
拾
個

一
物
入
箱
拾
参
個　
　
　
　

一
根
来
塗
ノ
卓
拾
個

一
桐
茶
箱
壱
個　
　
　
　
　

一
赤
毛
布
拾
枚

一
硝
子
入
箱
壱
個　
　
　
　

一
煙
草
盆
拾
個

一
洋
燈
取
交
弐
拾
個　
　
　

一
根
来
塗
小
箱
弐
拾
個

一
杉
下
駄
箱 

竪
弐
尺
横
参
尺 

弐
個　

一
陶
器
花
瓶
参
個

一
置
炬
燵
参
拾
個　
　
　
　

一
漬
物
桶
弐
拾
個

一
長
持
檜
製
壱
本
、
杉
塗
製
弐
本
合
参
本
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一
蒲
団
参
巾
四
巾
大
参
拾
枚　

一
秩
父
縞
女
羽
織
壱
枚

一
蒲
団
小
拾
五
枚　
　
　
　

一
女
縮
緬
頭
巾
壱
枚

一
秩
父
縞
女
物
袢
天
弐
枚　

一
縮
緬
腰
巻 

単
衣
壱
枚
拾
弐
枚

一
京
縞
女
物
壱
枚　
　
　
　

一
黒
繻
子
縮
緬 

昼
夜
帯
八
筋

一
絣
単
衣
物
上
五
枚　
　
　

一
毛
繻
子
帯
五
筋

一
絣
単
衣
物
下
拾
枚　
　
　

一
木
綿
袢
天
七
枚

一
絹
木
綿 

羽
織
取
交
七
枚 
一
硝
子
戸
付
戸
棚
壱
本

一
帷
子
拾
枚　
　
　
　
　
　

一
重
戸
棚
壱
本

一
銅
茶
瓶
弐
升
入
壱
個　
　

一
鉄
瓶
壱
個

一
竪
四
尺
本
箱
付
水
屋
壱
本　

一
時
計
壱
個

一
茶
釜
壱
個　
　
　
　
　
　

一
前
桐
箪
笥
壱
本

一
桐
箱
火
鉢
壱
個　
　
　
　

一
黒
塗
机
壱
個

一
帳
箪
笥
壱
本　
　
　
　
　

一
水
屋
戸
棚
壱
本

一
太
鼓
大
小
合
弐
個　
　
　

一
机
壱
閑
張
リ
壱
個

一
赤
塗
帳
箱
壱
個　
　
　
　

一
結
界
壱
個

一
重
箱 

八
寸
七
寸
七
寸 

合
参
組　

一
女
袷
物
織
弐
枚

一
シ
ツ
ポ
ク
台
弐
個　
　
　

一
冬
物
打
掛
ケ
衣
裳
拾
八
枚

一
夏
物
打
掛
ケ
衣
裳
拾
弐
枚

　

以
上
此
見
積
価
額
金
五
百
円
也

（
中
略
）

此
証
書
ハ
大
正
九
年
拾
月
弐
拾
壱
日
本
職
役
場
ニ
於
テ
作
成
シ
茲
ニ

署
名
捺
印
ス

　
　

奈
良
地
方
裁
判
所
所
属

　
　

奈
良
県
奈
良
市
小
西
町
拾
七
番
地

　
　
　
　

公
証
人　

玉
置
格　

㊞

此
正
本
ハ
□
□
喜
六
ノ
為
メ
原
本
ニ
依
リ
之
ヲ
作
成
シ
茲
ニ
原
本
ト

相
違
ナ
キ
コ
ト
ヲ
認
証
ス

　
　

大
正
九
年
拾
月
弐
拾
参
日
本
職
役
場
ニ
於
テ

　
　

奈
良
地
方
裁
判
所
所
属

　
　

奈
良
県
奈
良
市
小
西
町
拾
七
番
地

　
　
　
　

公
証
人　

玉
置
格　

㊞

表
題
に
「
動
産
物
賃
貸
借
契
約
公
正
証
書
正
本
」
と
あ
る
。
冒
頭

を
読
む
と
「
奈
良
地
方
裁
判
所
所
属
公
証
人
」
が
作
成
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
お
り
、
正
式
な
手
続
き
を
ふ
ま
え
て
結
ば
れ
た
契
約
書
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
一
条
か
ら
第
一
〇
条
は
あ
ら
か
じ
め
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
契
約

者
の
姓
名
や
貸
借
期
限
、
賃
料
が
空
欄
と
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
賃

貸
契
約
に
関
す
る
定
め
ら
れ
た
様
式
が
あ
り
、
空
欄
に
必
要
事
項
を

書
き
込
む
と
完
成
す
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
書
類
で
あ
る
。
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第
一
〇
条
条
文
の
次
行
、「
奈
良
県
奈
良
市
東
木
辻
町
弐
拾
八
番

地
上
ニ
有
之
」
か
ら
は
手
書
き
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
後
は
物
件

固
有
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

家
屋
の
所
在
地
住
所
や
木
造
二
階
建
て
で
あ
る
こ
と
、
建
坪
な
ど

は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
内
部
の
部
屋
割
り
を
確
か
め
る
と
、
最

初
に
七
畳
半
の
「
店
ノ
間
」、
八
畳
の
「
店
次
ノ
間
」
が
記
さ
れ
て

い
る
。各
地
の
貸
座
敷
の
記
録
に
は
遊
客
が
娼
妓
を
選
ぶ
た
め
の「
張

見
世
」
と
称
す
る
空
間
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
二
部
屋
も
本
来
そ
う
し
た
役
割
を
果
た
す
場
で
あ
っ
た
か

と
思
わ
れ
る
。

貸
座
敷
の
営
業
が
行
わ
れ
る
の
は
、「
座
敷
ノ
間
」（
六
畳
）、「
廊

下
部
屋
」（
四
畳
）、「
裏
座
敷
」（
一
四
畳
）、裏
の
「
弐
階
座
敷
」（
一

三
畳
半
）、「
本
家
弐
階
」
の
部
屋
（
九
畳
）
で
あ
ろ
う
。
ど
の
部
屋

に
も
「
間
中
障
子
」
や
「
間
中
襖
」
が
置
か
れ
て
い
る
。『
日
本
国

語
大
辞
典
』
第
二
版
（
小
学
館
）「
間
中
」
の
項
に
よ
る
と
、「
京
間

の
一
間
の
半
分
。
ま
た
、
畳
や
む
し
ろ
の
半
分
」
と
あ
る
の
で
、
そ

う
し
た
サ
イ
ズ
の
障
子
や
襖
が
各
部
屋
に
多
数
設
け
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
各
部
屋
を
細
か
く
分
割
し
て
閉
じ
ら
れ
た
空
間
を
作

る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
外
動
産
物
の
部
」
で
は
、
鍋
、
釜
、
火
鉢
な
ど
生
活
用
品
の
他

に
「
女
物
袷
双
子
織
拾
弐
枚
」、「
絣
単
衣
物
下
拾
枚
」
な
ど
多
く
の

衣
類
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
枚
数
の
多
い
衣
類
は

娼
妓
に
貸
与
さ
れ
た
品
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、清
丸
・
千
代
が
「
外

動
産
物
」
に
対
し
月
一
円
八
〇
銭
の
賃
料
を
支
払
う
（
第
四
条
）
契

約
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら

生
活
用
品
や
衣
類
は
喜
六
の
所
有
物
で
あ
り
、
こ
れ
を
清
丸
・
千
代

が
賃
借
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
鍋
・
釜
な
ど
生
活
用
品
を
、
家
屋

の
備
品
と
し
て
家
主
で
あ
る
喜
六
が
私
有
し
て
い
た
と
し
て
も
理
解

で
き
る
が
、
女
性
用
の
衣
類
な
ど
を
多
数
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
喜
六
は
家
屋
を
貸
し
て
い
る

だ
け
で
、
貸
座
敷
の
経
営
に
は
関
与
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
だ

が
、
そ
の
よ
う
に
簡
単
に
断
定
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
第
四
章
以
降
で
検
討
し
て
み
る
。

三
、
娼
妓
契
約
を
め
ぐ
る
諸
課
題

「
奈
良
木
辻
町
文
書
」
に
は
娼
妓
と
貸
座
敷
経
営
者
と
の
間
で
交

わ
さ
れ
た
金
銭
の
借
用
書
や
娼
妓
契
約
書
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

娼
妓
が
借
用
し
た
金
額
と
そ
の
年
季
に
注
目
し
て
整
理
す
る
と
次
の

七
件
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。



−　 −142

①�

一
九
〇
〇
年
三
月
二
三
日
付
の
娼
妓
□
□
ト
キ
と
貸
座
敷
経
営

者
□
□
庄
平
間
の
「
特
約
書
」
と
「
借
用
金
証
書
」。
ト
キ
は

年
季
三
年
三
カ
月
で
一
〇
〇
円
借
用
し
た
。

②�

一
九
〇
〇
年
七
月
一
二
日
付
の
娼
妓
□
□
ヒ
デ
と
貸
座
敷
経
営

者
□
□
楠
乃
間
の
「
特
約
書
」、「
金
借
証
」、「
借
用
金
証
書
」、

「
契
約
書
」、「
副
契
約
証
」。
ヒ
デ
は
年
季
四
年
二
カ
月
で
二
五

五
円
借
用
し
た
。

③�

一
九
〇
六
年
五
月
二
八
日
付
の
娼
妓
□
□
よ
つ
と
貸
座
敷
経
営

者
□
□
千
代
間
の
「
金
銭
貸
借
契
約
証
書
正
本
」。
よ
つ
は
年

季
三
年
三
カ
月
で
一
四
〇
円
借
用
し
た
。

④�

一
九
〇
六
年
六
月
一
五
日
付
の
娼
妓
□
□
ウ
メ
と
貸
座
敷
経
営

者
□
□
マ
ツ
エ
間
の
「
契
約
書
」
と
「
金
銭
貸
借
契
約
証
書
正

式
謄
本
」。
マ
ツ
エ
は
年
季
三
年
で
一
八
〇
円
借
用
し
た
。

⑤�

一
九
〇
九
年
一
二
月
二
二
日
付
の
娼
妓
□
□
ナ
ラ
と
貸
座
敷
経

営
者
□
□
千
代
間
の
「
金
銭
貸
借
契
約
公
正
証
書
正
本
」。
ナ

ラ
は
年
季
四
年
四
カ
月
で
四
一
〇
円
借
用
し
た
。

⑥�

一
九
一
一
年
九
月
一
五
日
付
の
娼
妓
□
□
キ
サ
と
貸
座
敷
経
営

者
□
□
千
代
間
の
「
金
銭
貸
借
契
約
公
正
証
書
正
本
」。
キ
サ

は
年
季
三
年
で
三
五
〇
円
借
用
し
た
。

⑦�

一
九
一
二
年
六
月
二
八
日
付
の
娼
妓
□
□
□
ふ
み
と
貸
座
敷
経

営
者
□
□
千
代
間
の
「
金
銭
貸
借
並
ニ
娼
妓
稼
業
契
約
公
正
証

書
正
本
」。
ふ
み
は
年
季
五
年
で
六
五
〇
円
借
用
し
た
。

借
用
金
に
注
目
す
る
と
、
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
二
年
ま
で
の
短
期

間
の
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
こ
の
短
い
年
月
の
う
ち
に
金
額
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
〇
六
年
ま
で
、
つ
ま
り
①
～
④
の

時
期
は
、
単
純
に
年
季
一
年
あ
た
り
で
計
算
す
る
と
三
〇
～
六
〇
円

ほ
ど
で
あ
る
が
、
〇
九
年
以
降
、
⑤
～
⑦
に
な
る
と
一
年
あ
た
り
一

〇
〇
円
を
こ
え
る
高
額
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
借
用
金
の
返
済
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て

い
た
だ
ろ
う
か
。
次
に
か
か
げ
た
史
料
Ｂ
は
、
②
の
娼
妓
ヒ
デ
と
貸

座
敷
経
営
者
楠
乃
が
一
九
〇
〇
年
七
月
一
二
日
付
で
交
わ
し
た
「
契

約
書
」
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
返
済
規
定
の
内
容
を
確
か
め
て

み
る
。

【
史
料
Ｂ
】

　
　
　

契
約
書

一�
今
般
自
分
義
貴
家
ニ
於
テ
娼
妓
稼
致
候
ニ
付
テ
ハ
、
御
規
則
遵
奉

稼
業
申
合
セ
規
約
堅
ク
相
守
可
申
、
仍
ホ
貴
殿
ト
取
結
契
約
左
ノ

如
シ

第�

壱
条　

今
般
別
紙
証
書
之
通
金
弐
百
五
拾
五
円
貴
殿
ヨ
リ
借
用
致
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候
ニ
付
テ
ハ
、
明
治
三
拾
三
年
七
月
十
二
日
ヨ
リ
満
四
年
弐
ケ
月

間
娼
妓
稼
免
許
ヲ
受
、
其
稼
金
所
得
ヲ
以
返
却
可
致
候
事

第�

二
条　

前
条
返
却
之
義
ハ
□
□
ヒ
デ
娼
妓
稼
業
上
収
入
金
ノ
総
額

ヲ
折
半
、
其
半
額
ハ
手
数
料
ト
シ
テ
貴
殿
ノ
所
得
ト
ナ
シ
、
残
ル

半
額
ハ
稼
人
ノ
所
得
、
該
金
ニ
テ
貴
廓
貸
座
敷
同
盟
規
約
第
廿
六

条
及
第
廿
七
条
ニ
従
ヒ
諸
費
ヲ
支
払
ヒ
、
計
算
簿
ヘ
明
細
記
入
証

印
可
致
候
事

　
　

但
纏
頭
其
他
貰
請
物
品
ハ
稼
人
ノ
所
得
ト
ス

第�

三
条　

稼
業
上
収
入
金
毎
月
計
算
、
稼
人
ハ
所
得
金
ヲ
以
賦
金
上

納
及
別
紙
副
契
約
証
ノ
諸
費
支
払
、
余
金
悉
皆
前
借
金
ノ
内
ヘ
返

金
可
致
候
事

　
（
中
略
）

第�

十
条　

稼
人
ハ
素
来
加
判
人
ニ
於
テ
他
人
ニ
依
頼
シ
不
当
ノ
談
判

等
致
間
敷
候
事

右
箇
条
堅
ク
相
守
聊
違
約
致
間
敷
候
、
仍
テ
契
約
書
如
件

右
契
約
書
の
第
二
条
に
よ
る
と
、
娼
妓
の
稼
ぎ
金
の
半
分
は
貸
座

敷
経
営
者
の
手
に
渡
り
、
半
分
は
娼
妓
の
所
得
と
な
る
が
、
こ
の
所

得
か
ら
定
め
ら
れ
た
「
諸
費
」
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
第

三
条
で
は
、
娼
妓
は
所
得
金
か
ら
「
諸
費
」
を
支
払
い
、
そ
の
残
金

は
借
用
金
の
返
済
に
充
て
る
と
さ
れ
て
い
る
。
省
略
し
た
第
四
条
か

ら
第
九
条
に
は
、
病
気
な
ど
に
よ
る
廃
業
や
失
踪
し
た
際
の
返
金
の

規
定
が
記
さ
れ
、
第
十
条
で
「
不
当
ノ
談
判
等
」
を
し
な
い
よ
う
に

念
が
押
さ
れ
て
い
る
。

支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
「
諸
費
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
史

料
Ｂ
と
同
日
に
結
ば
れ
た
「
副
契
約
証
」
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
た
。

史
料
Ｃ
と
し
て
次
に
か
か
げ
る
。

【
史
料
Ｃ
】

　
　

副
契
約
証

一
□
□
ヒ
デ
今
回
貴
殿
方
ニ
於
テ
娼
妓
稼
業
ノ
契
約
取
結
候
ニ
付
テ

ハ
稼
人
ノ
負
担
ト
シ
テ
支
払
フ
ヘ
キ
諸
費
左
記
之
通

壱
ケ
月

上
リ
高

弐
拾
円
未
満

ノ
ト
キ

弐
拾
円
以
上

参
拾
円
未
満

参
拾
円
以
上

四
拾
円
未
満

四
拾
円
以
上

衣
裳
損
料

四
季
平
均

弐
円

参
円
五
拾
銭

六
円

八
円

雑
貨

九
拾
銭

壱
円
弐
拾
銭

壱
円
五
拾
銭

壱
円
八
拾
銭

　

�
外
ニ
賦
金
及
事
務
所
費
并
賄
料
壱
ケ
月
金
四
円
五
拾
銭
、
借
用
金

利
子
壱
ケ
月
金
弐
円
五
拾
五
銭
（
入
金
ノ
為
メ
元
金
減
ス
ル
モ
低

利
ニ
付
利
子
変
更
セ
ス
置
キ
据
エ
）、
其
他
薬
価
及
臨
時
費
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�

右
ハ
本
人
ノ
所
得
金
ヲ
以
支
出
可
致
段
、
正
ニ
承
諾
無
異
議
履
行

ス
、
仍
テ
副
契
約
証
如
件

　

明
治
参
拾
三
年
七
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

娼
妓
□
□
ヒ
デ
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
判
人
□
□
ト
ク
㊞

　
　

□
□
楠
乃
殿

史
料
中
の
表
に
記
さ
れ
て
い
る
「
壱
ケ
月
上
リ
高
」
と
は
、
史
料

Ｂ
の
な
か
に
記
さ
れ
て
い
る
「
娼
妓
稼
業
上
収
入
金
」
を
「
折
半
」

し
て
生
じ
た
「
稼
人
ノ
所
得
」
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
「
壱
ケ
月
上
リ
高
」
を
二
〇
円
未
満
、二
〇
円
以
上
三
〇
円
未
満
、

三
〇
円
以
上
四
〇
円
未
満
、
四
〇
円
以
上
の
四
段
階
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
に
応
じ
て
「
衣
裳
損
料
」
と
「
雑
費
」
の
額
を
定
め
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
以
外
に
、「
賦
金
及
事
務
所
費
并
賄
料
」
が
一

カ
月
四
円
五
〇
銭
、「
借
用
金
利
子
」
が
一
カ
月
二
円
五
五
銭
と
さ

れ
て
い
る
。

右
の
通
り
に
履
行
さ
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
た
と
え
ば
「
壱
ケ
月

上
リ
高
」
三
〇
円
の
娼
妓
の
場
合
、「
衣
裳
損
料
」
と
「
雑
費
」
を

合
わ
せ
て
七
円
五
〇
銭
、「
賄
料
」
と
「
利
子
」
で
七
円
五
銭
と
な

る
の
で
、
合
計
一
四
円
五
五
銭
は
必
ず
徴
収
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
そ
の
他
に
も
「
薬
価
及
臨
時
費
」
が
必
要
と
な
る
と
、
徴
収
額

は
さ
ら
に
増
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。

以
上
は
②
の
娼
妓
ヒ
デ
に
か
か
わ
る
文
書
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
だ
が
、
③
、
④
に
お
い
て
も
同
様
の
内
容
を
も
つ
契
約
が
結
ば

れ
て
お
り
一
九
〇
六
年
ま
で
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し

か
し
、
⑤
の
〇
九
年
一
二
月
二
二
日
付
の
娼
妓
ナ
ラ
と
貸
座
敷
経
営

者
千
代
間
に
交
わ
さ
れ
た
「
金
銭
貸
借
契
約
公
正
証
書
正
本
」
付
属

の
「
娼
妓
稼
業
契
約
証
書
」
を
み
る
と
「
諸
費
」
に
か
か
わ
る
条
件

が
変
化
し
て
い
た
。
関
係
す
る
条
文
を
史
料
Ｄ
と
し
て
次
に
か
か
げ

る
。

【
史
料
Ｄ
】

第�

参
条　

□
□
ナ
ラ
稼
業
上
ノ
収
得
金
ハ
之
レ
ヲ
弐
分
シ
、
其
壱
分

ヲ
稼
人
ノ
所
得
ト
シ
、
他
ノ
壱
分
ヲ
席
料
其
他
附
帯
ノ
費
用
ト
シ

テ
貴
殿
ノ
所
得
ト
ス
、
稼
人
ハ
自
己
ノ
所
得
ヲ
以
テ
賦
金
及
組
合

入
費
并
ニ
衣
類
夜
具
損
料
食
料
雑
費
其
他
ノ
費
用
、
左
ノ
規
定
ニ

準
シ
支
払
ヒ
、
其
残
額
ヲ
以
借
用
元
利
金
弁
済
ニ
充
当
ス
ヘ
キ
事

　

一
衣
類
夜
具
損
料
ハ
壱
ケ
月
上
リ
高
ノ
弐
割

　

一
食
料
壱
ケ
月
金
六
円

　

一
雑
費
壱
ケ
月
金
壱
円
八
拾
銭
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「
稼
業
上
ノ
収
得
金
」
を
折
半
す
る
こ
と
な
ど
は
同
じ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、「
衣
類
夜
具
損
料
」
に
つ
い
て
は
、
史
料
Ｃ
で
は
「
壱

ケ
月
上
リ
高
」
に
段
階
を
も
う
け
、
そ
の
多
寡
に
応
じ
て
額
が
設
定

さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
一
律
に
「
弐
割
」
と
な
っ
た
。
事
実
上

の
値
上
げ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。「
食
料
」費
は
六
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

史
料
Ｃ
で
は
「
賦
金
及
事
務
所
費
并
賄
料
」
が
合
わ
せ
て
四
円
五
〇

銭
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
も
増
え
た
こ
と
に
な
る
。「
雑
費
」
に
つ

い
て
も
、
史
料
Ｃ
で
は
「
壱
ケ
月
上
リ
高
」
の
段
階
に
応
じ
て
九
〇

銭
か
ら
一
円
八
〇
銭
ま
で
の
幅
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
一
律
の
徴
収

と
な
っ
て
増
額
さ
れ
て
い
る
。

先
に
、
一
九
〇
九
年
を
境
に
娼
妓
契
約
に
お
け
る
借
用
金
額
が
増

え
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
た
。
お
そ
ら
く
こ
れ
と
連
動
し
て
の
こ
と

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
衣
類
の
賃
貸
料
や
食
費
な
ど
の
「
諸
費
」

も
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
、
以
上
の
考
察
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。

現
段
階
で
は
、
そ
の
背
景
な
ど
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
〇
六
年
か

ら
〇
九
年
に
か
け
て
娼
妓
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
、
地
域
経
済
の

変
化
も
踏
ま
え
つ
つ
検
討
し
て
み
た
い
。

四
、
貸
座
敷
経
営
者
と
融
資
者
の
関
係

前
章
で
「
奈
良
木
辻
町
文
書
」
中
の
娼
妓
の
金
銭
借
用
書
や
契
約

書
の
内
容
を
検
討
し
た
の
だ
が
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
解
明
す
べ
き
課

題
が
あ
る
。
な
ぜ
こ
う
し
た
借
用
書
や
契
約
書
の
類
い
が
喜
六
の
も

と
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
前
章
に
か
か
げ
た
七
件
の
う
ち
、
③
・
⑤
・

⑥
・
⑦
の
貸
座
敷
経
営
者
□
□
千
代
は
、
第
二
章
で
登
場
し
た
家
屋

の
幼
い
借
り
手
と
同
一
人
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
四
件
に
つ

い
て
は
、
三
〇
年
に
わ
た
る
継
続
し
た
契
約
関
係
が
終
了
し
、
家
屋

が
返
さ
れ
た
際
に
残
さ
れ
て
い
た
書
類
が
た
ま
た
ま
喜
六
家
に
保
存

さ
れ
た
と
い
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
は
①
・
②
・

④
が
説
明
で
き
な
い
。
喜
六
が
単
な
る
家
屋
の
貸
し
手
で
は
な
く
、

貸
座
敷
の
経
営
に
何
ら
の
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

次
に
か
か
げ
た
史
料
Ｅ
は
、
右
の
問
い
に
対
す
る
答
え
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
②
に
お
い
て
一
九
〇
〇
年
七
月
一
二
日
付
の
娼
妓
ヒ
デ

と
貸
座
敷
経
営
者
楠
乃
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
文
書
を
示
し
た
が
、

そ
れ
か
ら
二
週
間
余
り
後
の
七
月
三
〇
日
に
楠
乃
と
喜
六
の
間
に
結

ば
れ
た
約
定
書
で
あ
る
。
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【
史
料
Ｅ
】

　
　

別
紙
差
入
申
約
定
書

一�

今
般
金
円
要
用
ニ
付
、
本
証
文
ノ
通
リ
連
印
ヲ
以
テ
金
弐
百
八
拾

円
正
ニ
借
用
致
候
所
確
実
也
、
尤
返
済
ノ
義
ハ
本
証
文
ニ
期
限
ヲ

定
メ
置
候
ヘ
共
、
右
金
円
ハ
此
度
拙
者
仝
居
□
□
秀
ナ
ル
モ
ノ
娼

妓
稼
業
ス
ル
ニ
対
シ
貸
渡
金
円
ノ
義
ニ
付
、
毎
日
稼
キ
上
リ
金
ヲ

以
テ
金
九
拾
銭
ヲ
差
入
可
申
、
若
シ
一
ケ
度
ニ
テ
モ
相
滞
リ
違
約

仕
候
ヘ
ハ
、
貴
殿
よ
り
如
何
体
ノ
御
取
立
被
成
下
候
共
、
更
ニ
一

言
ノ
苦
情
申
間
敷
、
将
仝
居
人
入
院
又
ハ
事
換
等
事
故
出
来
候
共

別
金
ヲ
以
テ
毎
日
差
入
毫
モ
御
迷
惑
相
掛
ケ
申
間
敷
、
尤
精
算
ノ

上
迄
ハ
仝
人
ヨ
リ
取
置
候
借
用
証
及
契
約
証
共
差
入
置
、
前
記
ノ

如
ク
聊
違
背
等
致
間
敷
候
、
為
後
日
別
紙
差
入
申
約
定
書
仍
テ
如

件
　

明
治
三
十
三
年
七
月
丗
日　

奈
良
市
瓦
堂
町
□
□
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□
ク
ス
ノ
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□
準
合　

㊞

　
　

□
□
喜
六
殿

②
に
示
し
た
よ
う
に
、
貸
座
敷
経
営
者
楠
乃
（
ク
ス
ノ
）
は
娼
妓

ヒ
デ
（
秀
）
に
年
季
四
年
二
カ
月
の
約
束
で
二
五
五
円
を
貸
し
付
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
楠
乃
は
貸
付
金
を
準
備
で
き

な
か
っ
た
ら
し
く
、
右
史
料
に
み
る
よ
う
に
同
姓
の
準
合
と
い
う
人

物
と
連
名
で
喜
六
か
ら
二
八
〇
円
を
借
用
し
た
の
で
あ
る
。
返
済
は

「
毎
日
稼
キ
上
リ
金
ヲ
以
テ
金
九
拾
銭
ヲ
差
入
」
れ
る
と
記
さ
れ
て

い
る
。
毎
日
の
少
額
の
返
済
は
現
実
的
で
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
が
、
後
段
で
「
一
ケ
度
ニ
テ
モ
相
滞
リ
違
約
」
し
た
な
ら
、「
如

何
体
ノ
御
取
立
」
を
受
け
て
も
か
ま
わ
な
い
と
し
、
加
え
て
娼
妓
に

事
故
が
あ
っ
た
と
し
て
も
「
別
金
ヲ
以
テ
毎
日
差
入
」
れ
る
と
く
ど

い
ほ
ど
に
述
べ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
毎
日
の
返
済
が
実
行
さ
れ

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
貸
借
人
相
互
の
信
頼
関
係
の
希
薄
さ
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

注
目
す
べ
き
は
末
尾
近
く
に
記
さ
れ
た
「
精
算
ノ
上
迄
ハ
仝
人
ヨ

リ
取
置
候
借
用
証
及
契
約
証
共
差
入
置
」
と
す
る
箇
所
で
あ
る
。
返

済
終
了
ま
で
、
娼
妓
ヒ
デ
か
ら
取
っ
た
「
借
用
証
」
と
「
契
約
証
」

を
喜
六
に
渡
し
て
お
く
と
記
さ
れ
て
い
る
。
二
八
〇
円
借
用
の
抵
当

と
し
て
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
結
果
は
ど
う
な
っ
た
か
。

②
に
示
し
た
よ
う
に
、
関
係
書
類
が
喜
六
の
手
元
に
残
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
楠
乃
か
ら
の
返
金
は
未
済
に
終
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
あ
る
と
す
る
な
ら
②
だ
け
で
な
く
、
①
及
び
③
～
⑦
も
同
様
の
事

情
を
か
か
え
た
文
書
で
あ
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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娼
妓
ら
は
貸
座
敷
経
営
者
か
ら
の
借
金
を
背
負
い
、
経
営
者
ら
は

貸
座
敷
の
経
営
資
金
を
喜
六
か
ら
の
融
資
に
頼
っ
て
い
た
。
喜
六
が

貸
座
敷
の
経
営
に
直
接
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
よ
う
す
は
み
ら
れ
な
い

が
、
貸
金
の
回
収
が
滞
っ
た
場
合
は
自
ら
が
娼
妓
に
対
す
る
債
権
者

と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
所
蔵
「
奈
良
木
辻
町

文
書
」
に
は
、
奈
良
市
東
木
辻
町
の
貸
座
敷
経
営
を
め
ぐ
っ
て
多
く

の
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
が
含
ま
れ
て
い

た
。

お
わ
り
に

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
所
蔵
の
藤
田
文
庫
は
、
昭
和
戦
前
期
に
奈

良
の
郷
土
史
家
と
し
て
活
躍
し
た
藤
田
祥
光
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
史

料
や
、
藤
田
自
身
の
考
証
を
記
し
た
多
く
の
手
稿
本
な
ど
か
ら
成
っ

て
い
る
。
そ
の
な
か
に
「
木
辻
遊
廓（

（
（

」
と
題
し
た
一
冊
が
あ
る
。
藤

田
は
、
こ
の
手
稿
に
お
い
て
明
治
期
以
降
の
東
木
辻
の
貸
座
敷
の
発

展
を
述
べ
た
上
で
、「
新
ニ
開
業
せ
ん
と
す
る
者
は
多
く
、
恒
産
の

な
き
も
の
な
れ
は
家
を
買
ふ
に
も
女
郎
を
抱
へ
る
に
も
金
方
が
必
要

て
あ
る
、
茲
に
於
て
木
辻
専
門
の
金
貸
を
業
と
す
る
者
が
起
つ
た
」

と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
木
辻
専
門
の
金
貸
を
業
と
す
る
者
」
の

姓
名
を
複
数
あ
げ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
一
人
に
喜
六
の
名
が
あ
っ

た
。
こ
の
手
稿
の
末
尾
に
「
昭
和
十
九
年
八
月　

藤
田
祥
光
識
」
と

あ
る
の
で
、
第
二
次
大
戦
末
期
に
書
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
喜

六
と
い
う
人
物
は
東
木
辻
町
の
貸
座
敷
経
営
者
に
対
す
る
有
力
な
融

資
者
と
し
て
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

喜
六
か
ら
貸
座
敷
用
に
家
屋
を
賃
借
し
、
三
〇
年
来
の
付
き
合
い

と
な
っ
た
千
代
も
喜
六
か
ら
借
金
を
重
ね
て
い
た
。
次
に
か
か
げ
た

史
料
Ｆ
は
千
代
が
負
債
の
清
算
に
あ
た
っ
て
一
九
二
六
年
一
二
月
に

作
成
し
た
文
書
で
あ
る
。

【
史
料
Ｆ
】

　
　
　

所（
マ
マ
）式

書

一
金
壱
千
参
百
円
也

　

�

右
永
年
金
銭
借
用
申
居
候
処
、
今
回
前
記
の
金
額
を
以
て
皆
済
申

上
候
ニ
付
て
は
、
我
々
住
居
せ
る
借
家
ニ
対
シ
従
来
の
修
膳（

繕
）費

並

ニ
増
築
費
等
は
凡
て
計
算
済
ニ
有
之
、
尚
今
日
迄
の
金
銭
出
入
勘

定
済
ニ
候
、
為
後
日
可
証
所
式
仍
て
如
件

　
　

昭
和
元
年
十
二
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□
千
代
㊞
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□
□
セ
ン
㊞

　
　

□
□
喜
六
殿

千
代
は
一
九
〇
四
年
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
を
第
二
章
で
述
べ
た

が
、
そ
れ
か
ら
年
月
が
経
過
し
、
こ
の
時
点
で
は
二
二
歳
に
な
っ
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。「
後
見
人
兼
保
証
人
」
を
つ
と
め
て
き
た
清
丸

の
名
は
な
く
、
清
丸
と
同
姓
の
セ
ン
と
い
う
人
物
と
連
名
の
文
書
と

な
っ
て
い
る
。
返
済
額
は
、「
永
年
金
銭
借
用
」
し
た
結
果
で
あ
ろ

う
か
、
一
三
〇
〇
円
の
高
額
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
③
、
⑤
、
⑥
、
⑦

で
み
た
よ
う
に
、
新
た
な
娼
妓
と
契
約
を
結
ぶ
た
び
に
喜
六
か
ら
借

金
を
重
ね
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
多
額
の
負
債
を
か
か
え
る
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
第
二
章
で
娼
妓
へ
の
貸
与
品
か
と
思
わ
れ
る

衣
料
に
千
代
が
賃
料
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
た
が
、
こ
れ

も
喜
六
が
貸
金
の
抵
当
と
し
て
お
さ
え
た
結
果
か
も
し
れ
な
い
。
と

も
あ
れ
一
九
二
六
年
一
二
月
に
千
代
は
負
債
を
完
済
し
、
三
年
後
の

二
九
年
に
は
前
述
の
よ
う
に
家
屋
も
手
放
し
た
の
で
あ
っ
た
。

本
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、「
奈
良
木
辻
町
文
書
」
か
ら
東
木
辻
町
の

貸
座
敷
の
構
造
や
娼
妓
の
置
か
れ
た
環
境
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
と

も
に
、
貸
座
敷
に
資
金
を
融
通
し
て
い
た
喜
六
の
存
在
を
明
ら
か
に

し
た
。
喜
六
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
が
、
近
代
奈
良

の
文
化
史
を
考
え
る
上
で
重
要
な
人
物
で
あ
り
、
文
人
と
し
て
の
側

面
も
も
っ
て
い
た
。
改
め
て
述
べ
る
ほ
ど
の
こ
と
で
も
な
い
だ
ろ
う

が
、
貸
座
敷
は
奈
良
の
地
域
社
会
と
隔
絶
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で

は
な
く
、
観
光
都
市
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
近
代
奈
良
の

複
雑
、
多
様
な
社
会
関
係
の
な
か
に
位
置
づ
い
て
展
開
し
て
い
た
。

お
そ
ら
く
多
彩
な
経
歴
・
背
景
を
も
つ
人
び
と
が
さ
ら
に
数
多
く
貸

座
敷
の
周
辺
に
存
在
し
、
性
の
売
買
シ
ス
テ
ム
を
支
え
て
い
た
に
違

い
な
い
。
そ
う
し
た
混
沌
と
し
た
地
域
社
会
の
在
り
様
を
、
今
後
の

研
究
活
動
の
な
か
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

【
注
】

（
1
）
拙
稿
『
奈
良
町
木
辻
遊
廓
史
試
論
』（
奈
良
県
立
同
和
問
題
関
係
史
料

セ
ン
タ
ー
『
研
究
紀
要
』
一
六
号
、
二
〇
一
一
年
）

（
2
）
横
山
百
合
子
「
新
吉
原
に
お
け
る
「
遊
廓
社
会
」
と
遊
女
の
歴
史
的

性
格　

寺
社
名
目
金
貸
付
と
北
信
豪
農
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
」（『
部

落
問
題
研
究
』
二
〇
九
号
、
二
〇
一
四
年
）、
同
「
幕
末
維
新
期
の
社

会
と
性
売
買
の
変
容
」（
明
治
維
新
史
学
会
編
『
講
座
明
治
維
新
九　

明
治
維
新
と
女
性
』
有
志
舎
、
二
〇
一
五
年
）、
加
藤
晴
美
『
遊
廓
と

地
域
社
会　

貸
座
敷
・
娼
妓
・
遊
客
の
視
点
か
ら
』（
清
文
堂
、
二
〇

二
一
年
）
な
ど
。

（
3
）
山
川
均
「
又
春
廓
川
本
楼
、
娼
妓
「
奴
」
に
つ
い
て
」（『
女
性
史
学
』

二
九
号
、
二
〇
一
九
年
）
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（
4
）
藤
田
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
藤
田
祥
光
の
手
稿
「
木
辻
遊
廓
」
に

つ
い
て
は
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
が
公
開
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
画
像

に
よ
っ
た
。
な
お
、
藤
田
祥
光
と
藤
田
文
庫
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

大
宮
守
友
「
郷
土
史
家
藤
田
祥
光
と
藤
田
文
庫
に
つ
い
て
」（
奈
良
県

立
図
書
情
報
館
報
『
う
ん
て
い
』
七
号
、
二
〇
一
五
年
）
が
あ
る
。


